
平成24年6月9日（土）
さいたま市記念総合体育館
Ａブロック第２回戦

23 1st 13
15 2nd 16
9 3rd 13

17 4th 21

番 得

号 点 成功 試行 成功 試行 成功 試行 ＯＦ ＤＦ

4 稲葉　夏海 7 0 0 3 19 1 2 5 4 7 0 2 1 6
5 大貫　詩織 10 1 3 3 12 1 2 2 3 6 4 2 3 6
6 中尾　友美 36 0 0 16 31 4 5 3 8 14 1 3 5 1
7 柳沢　夏希 4 0 4 2 5 0 0 3 0 3 2 2 3 3
8 田崎　由真 0
9 中川　佳苗 7 1 3 1 4 2 2 3 2 5 1 2 0 3
10 小田部　なな 0 戦　評
11 余多分　茜音 0
12 中野　由唯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
13 前田　沙綺 0
14 大山　千晴 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 樋本　さち 0
16 小野　紗也加 0
17 堀井　美沙子 0
18 福田　恵梨 0
コーチ 6 0

64 2 10 25 71 8 11 16 23 35 8 11 12 19
確率 計 58

番 得

号 点 成功 試行 成功 試行 成功 試行 ＯＦ ＤＦ

4 飯田　藍未 3 0 0 1 4 1 2 0 0 5 1 1 0 0
5 奥野　みか 0
6 山田　春佳 0
7 時田　真菜 18 0 0 8 18 2 4 5 0 10 1 3 8 3
8 渡邉　千絵 0
9 眞茅　利沙 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
10 沼田　菜摘 0
11 丸山　朋子 3 1 2 0 7 0 0 2 1 0 0 1 0 4
12 小松　萌以 22 4 10 4 8 2 4 3 1 5 1 1 0 4
13 荻田　幸奈 11 0 0 5 14 1 4 0 6 1 1 1 1 3
14 板倉　沙季 0
15 吉武　忍 6 0 0 2 7 2 3 2 1 6 4 0 0 1
16 竹内　彩乃 0
17 秋元　悠花 0
18 行木　里奈 0
コーチ 4 4池 端 直 樹
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平成24年度第66回関東高等学校
女子バスケットボール選手権

チームＡ
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チームＢ

明秀学園日立
（茨城）

千葉経済大学附属
（千葉）
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２分毎による得点の推移 
明秀学園日立 
千葉経済大学附属 

  

第１Ｐ 両チームマンツーマンでスタート。明秀日立♯５大貫のドライブイン、ミドルシュートが決

まり、ゲームの主導権を握る。身長差でひけをとる千葉経済、明秀日立＃６中尾にオフェンスリ

バウンドを奪われてしまい得点を許してしまう。千葉経済＃１２小松の３Ｐで必死に食らいつく。                  
  

第２Ｐ 明秀日立、スクリーンを多用したモーションオフェンスを展開。＃６中尾、＃９中川にボー

ルを集め内外角バランスのとれた形で得点していく。対する千葉経済、ようやくシュートが入り始

める。外角シュートに頼らざるを得ない状況のなか、＃１２小松がよく踏ん張り、得点差を離され

ることなく第２Ｐを終えた。                                                                                                                                                                                                     

                                                                                     

第３Ｐ 明秀日立＃４稲葉―＃６中尾のコンビネーションで得点を狙う。両チームともに２試合目

の疲れが見え始め、シュート決定率にかげりが見え始める。しかしながらスピードあるオフェンス

を展開する千葉経済が＃７時田のジャンプシュート等で徐々に追い上げ、残り１分で５点差とす

る。                                                                                                                                                                                                                                                                

                                                                          

第４Ｐ ＃６中尾を中心にオフェンスを展開する明秀日立に対し、＃１２小松の外角シュートで応

戦する千葉経済。一進一退の攻防が続く。残り５分、千葉経済＃１３がミドルシュートをよく決め、

２点差と詰め寄るも明秀日立＃６中尾に連続ゴールを許してしまい、なかなか追いつくことがで

きない。残り１分５３秒千葉経済タイムアウトをとり、オールコートプレスに出る。残り５４秒、イン

ターセプトから＃１１丸山がよく３Ｐを決め再び２点差に詰め寄るも一歩及ばず、明秀日立が勝利

し準決勝進出を果たした。 



63 5 13 20 58 8 17 12 13 31 8 7 9 16
確率 計 44 永江　健一主　審 山崎　人志 副　審 小柳　幸子 記入者

38.5% 34.5% 47.1%


